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(57)【要約】
【課題】移動レンズ枠を再現性よく調整位置に配置して
高品質な撮像画像を得ることができる内視鏡を提供する
。
【解決手段】移動レンズ枠６５を進出動作させる際に、
アクチュエータ機構７０により、操作桿６５ａを前側ス
トッパ部６１ｂに押し付ける押圧力に加えて操作桿６５
ａをスリット６１ａの一方の側壁に押し付ける第１の回
転力を付与し、移動レンズ枠６５を退避動作させる際に
、アクチュエータ機構７０により、操作桿６５ａを後側
ストッパ部６８に押し付ける牽引力に加えて操作桿６５
ａをスリット６１ａの他方の側壁に押し付ける第２の回
転力を付与する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定レンズと移動レンズとを含む焦点切替方式の観察光学系と、
　前記固定レンズを保持する固定レンズ枠と、
　前記観察光学系の撮影光軸に沿った方向に進退移動可能となるよう前記固定レンズ枠内
に前記移動レンズを保持する移動レンズ枠と、
　前記撮影光軸に沿って前記固定レンズ枠に設けられたスリットと、
　前記スリットを貫通するよう前記移動レンズ枠に突設された移動枠凸部と、
　前記スリットの先端側に設けられ、前記移動枠凸部との当接によって前記固定レンズ枠
内における前記移動レンズ枠の進出位置を規定する前側ストッパ部と、
　前記スリットの基端側に設けられ、前記移動枠凸部との当接によって前記固定レンズ枠
内における前記移動レンズ枠の退避位置を規定する後側ストッパ部と、
　前記移動レンズ枠を進出動作させる際に前記移動枠凸部を前記前側ストッパ部に押し付
ける押圧力と前記移動枠凸部を前記スリットの一方の側壁に押し付ける第１の回転力とを
付与し、前記移動レンズ枠を退避動作させる際に前記移動枠凸部を前記後側ストッパ部に
押し付ける牽引力と前記移動枠凸部を前記スリットの他方の側壁に押し付ける第２の回転
力とを付与するアクチュエータ機構と、を備えたことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記スリットの前記側壁に、前記移動枠凸部の側面と面接触可能なテーパー面を形成し
たことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記移動枠凸部の側面に、前記スリットの前記側壁と面接触可能なテーパー面を形成し
たことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記アクチュエータ機構は、回転力を発生させるための駆動源と、前記駆動源の回転軸
を前記移動枠凸部に連結する連結部材と、前記連結部材の中途に設けられた雄ネジ部材と
、前記雄ネジ部材が螺合される移動不能な雌ネジ部材と、を有することを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、観察光学系の光学特性を変更させることが可能な内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知の如く、内視鏡は、生体の体内（体腔内）の観察、処置などまたは工業用のプラン
ト設備内の検査、修理などのため広く用いられている。近年、この種の内視鏡においては
、撮影像のピント調整またはワイド／テレなどの倍率調整を行うズーミング機能のため、
観察光学系を撮影光軸方向に移動することで焦点距離を変更することができる撮像ユニッ
トが用いられているものがある。なお、このように焦点距離を変更できる撮像ユニットの
技術は、内視鏡に限らず、種々の撮影機に用いられている。
【０００３】
　ここで、特に、小型化が要求される内視鏡においては、観察光学系内に設けられた移動
レンズユニット（移動レンズ枠）が所定の進出位置と退避位置にあるとき合焦される焦点
切替方式の撮像ユニットが広く採用されている。このような焦点切替方式の撮像ユニット
において、各レンズ等の加工公差がある場合にも適切な合焦状態を実現するため、一般に
、移動レンズ枠の進出位置は、撮像ユニットの組立時に微調整される。例えば、特許文献
１には、退避位置において移動レンズ枠が当接されるパイプユニットの突当て部材の外周
にネジ部を形成し、このネジ部のレンズシリンダーユニット（固定レンズ枠）に対する螺
合状態を微調整することにより、移動レンズ枠の退避位置の調整を行う技術が開示されて
いる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２５８８２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、この種の撮像ユニットでは、固定レンズ枠内における移動レンズ枠のスムー
スな進退移動を実現するため、移動レンズ枠と固定レンズ枠との間の各部に所定のクリア
ランスが設けられることが一般的である。例えば、この種の撮像ユニットでは、一般に、
移動レンズ枠を光軸方向に動作させるために当該移動レンズ枠から突出する操作桿と、こ
の操作桿を光軸方向に沿ってガイドするために固定レンズ枠に形成されたスリットとの間
に、所定のクリアランスが設けられる。
【０００６】
　しかしながら、このようなクリアランスは、固定レンズ枠内における移動レンズ枠のが
たつきの要因となり、所定の調整位置に移動レンズ枠を再現性よく配置することが困難と
なる虞がある。例えば、操作桿とスリットとの間のクリアランスは、主として、固定レン
ズ枠内における移動レンズ枠の光軸回りのがたつきの要因となり、移動レンズ枠を再現性
よく所定の調整位置に配置することが困難となる虞がある。
【０００７】
　そして、特に、微細な光学部材を用いて観察光学系が構成される内視鏡等の撮像ユニッ
トにおいては、撮像素子の高画素化等に伴い、このような移動レンズ枠の微少なズレが光
学特性に影響を与える場合があり、高品質な撮像画像を得ることが困難となる虞がある。
【０００８】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、移動レンズ枠を再現性よく調整位置に配置
して高品質な撮像画像を得ることができる内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様による内視鏡は、固定レンズと移動レンズとを含む焦点切替方式の観察
光学系と、前記固定レンズを保持する固定レンズ枠と、前記観察光学系の撮影光軸に沿っ
た方向に進退移動可能となるよう前記固定レンズ枠内に前記移動レンズを保持する移動レ
ンズ枠と、前記撮影光軸に沿って前記固定レンズ枠に設けられたスリットと、前記スリッ
トを貫通するよう前記移動レンズ枠に突設された移動枠凸部と、前記スリットの先端側に
設けられ、前記移動枠凸部との当接によって前記固定レンズ枠内における前記移動レンズ
枠の進出位置を規定する前側ストッパ部と、前記スリットの基端側に設けられ、前記移動
枠凸部との当接によって前記固定レンズ枠内における前記移動レンズ枠の退避位置を規定
する後側ストッパ部と、前記移動レンズ枠を進出動作させる際に前記移動枠凸部に対して
前記前側ストッパ部側に付勢する付勢力と前記スリットの一側に付勢する付勢力とを付与
し、前記移動レンズ枠を退避動作させる際に前記移動枠凸部に対して前記後側ストッパ部
側に付勢する付勢力と前記スリットの他側に付勢する付勢力とを付与するアクチュエータ
機構と、を備えたものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の内視鏡によれば、移動レンズ枠を再現性よく調整位置に配置して高品質な撮像
画像を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】内視鏡システムの全体構成図
【図２】内視鏡の先端部付近の構造を示す縦断面図
【図３】移動レンズユニットが前方の進出位置に移動した状態の撮像ユニット及びアクチ
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ュエータ機構を示す縦断面図
【図４】移動レンズユニットが後方の退避位置に移動した状態の撮像ユニット及びアクチ
ュエータ機構を示す縦断面図
【図５】図３のＶ－Ｖ断面図
【図６】図４のVI－VI断面図
【図７】第１の変形例に係り、移動レンズユニットが前方の進出位置に移動したときのス
リットと操作桿との係合状態を示す横断面図
【図８】同上、移動レンズユニットが後方の退避位置に移動したときのスリットと操作桿
との係合状態を示す横断面図
【図９】第２の変形例に係り、移動レンズユニットが前方の進出位置に移動したときのス
リットと操作桿との係合状態を示す横断面図
【図１０】同上、移動レンズユニットが後方の退避位置に移動したときのスリットと操作
桿との係合状態を示す横断面図
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の形態を説明する。図面は本発明の一実施形態に係り、図
１は内視鏡システムの全体構成図、図２は内視鏡の先端部付近の構造を示す縦断面図、図
３は移動レンズユニットが前方の進出位置に移動した状態の撮像ユニット及びアクチュエ
ータ機構を示す縦断面図、図４は移動レンズユニットが後方の退避位置に移動した状態の
撮像ユニット及びアクチュエータ機構を示す縦断面図、図５は図３のＶ－Ｖ断面図、図６
は図４のVI－VI断面図である。
【００１３】
　図１に示すように、本実施形態の内視鏡システム１は、内視鏡２と、この内視鏡２に照
明光を供給する光源装置３と、内視鏡２に搭載された撮像ユニットに対する信号処理を行
う信号処理装置としてのビデオプロセッサ４と、内視鏡画像を表示する表示装置としての
カラーモニタ５と、を備えて構成されている。 
【００１４】
　内視鏡２は、被検体内に挿入される細長の挿入部６と、この挿入部６の基端に設けられ
た操作部７と、この操作部７から延出されたユニバーサルコード８と、このユニバーサル
コード８の端部に設けられた内視鏡コネクタ９と、を有する。 
【００１５】
　内視鏡コネクタ９は、光源装置３に着脱自在に接続されることにより、光源装置３から
照明光が内視鏡２内の図示しないライトガイドに供給される。
【００１６】
　また、内視鏡コネクタ９には接続ケーブル１０の一端が接続され、この接続ケーブル１
０の他端に設けられた電気コネクタ１０ａが、ビデオプロセッサ４に着脱自在に接続され
る。また、ビデオプロセッサ４は、図示しない映像ケーブルを介してカラーモニタ５と接
続される。 
【００１７】
　挿入部６は、先端に設けられた硬質の先端部１１と、この先端部１１の後端に設けられ
た湾曲自在の湾曲部１２と、湾曲部１２の後端から操作部７の前端まで延びる可撓性を有
する可撓管部１３と、を備えて構成されている。
【００１８】
　先端部１１の先端面には、観察窓１５と、複数の照明窓１６（図１では１つのみ示す）
と、処置具チャンネル１７（図２参照）の先端開口１７ａと、図示しない洗浄用ノズルが
設けられている。 
【００１９】
　観察窓１５の内側（背面側）には、図２に示すように先端部１１内に設けた撮像ユニッ
ト３０が配設されている。
【００２０】
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　また、照明窓１６には照明レンズが取り付けられ、この照明レンズには光源装置３から
の照明光を伝送するためのライトガイドが連設されている（何れも図示せず）。このライ
トガイドにより伝送された照明光は、照明レンズを介して先端面の前方側に出射され、こ
れにより、撮像ユニット３０による視野範囲となる被検体内の観察対象部位が照明される
。
【００２１】
　操作部７には、挿入部６の基端が延出される部分に対する折れ止め部１８ａと、下部側
の側部に配設される処置具挿入口１８ｂと、中途部に設けられたグリップ部を構成する操
作部本体１８ｃと、上部側に設けられた２つの湾曲操作ノブ１９ａ，１９ｂからなる湾曲
操作部１９と、送気送水制御部２１と、吸引制御部２２と、複数のスイッチから構成され
た主に撮像機能を操作するスイッチ部２３と、撮像ユニット３０内に設けられた後述する
移動レンズ６６を進退移動させるための操作レバー２４と、が設けられている。 
【００２２】
　なお、操作部７の処置具挿入口１８ｂは、その内部において、挿入部６内に挿通された
処置具チャンネル１７と連通し、先端部１１において先端開口１７ａにおいて開口してい
る。
【００２３】
　次に、主に内視鏡２の先端部１１の構成について、図２に基づいて説明する。
【００２４】
　図２に示すように、先端部１１の内部には、撮像ユニット３０が配設されている。この
撮像ユニット３０は、硬質な先端硬性部材２５に嵌挿配置され、側面方向からセットビス
２７により先端硬性部材２５に固定されている。
【００２５】
　また、撮像ユニット３０の先端側の外周部には、先端硬性部材２５との水密を確保する
ためのＯリング２８が配設されている。また、先端硬性部材２５の先端側には、先端部１
１の先端面を構成する先端カバー２５ａが接着固定されている。
【００２６】
　なお、先端カバー２５ａに形成される孔部である先端開口部１７ａは、上述したように
、先端部１１内の処置具チャンネル１７の開口部を構成する。
【００２７】
　また、先端硬性部材２５の基端側には湾曲部１２を構成する複数の湾曲駒２６が連設さ
れ、これら先端硬性部材２５および湾曲駒２６の外周は、先端挿入部ゴム部材１２ａによ
って一体的に被覆されている。この先端挿入部ゴム部材１２ａの先端外周部は、糸巻接着
部２９により、先端硬性部材２５に固定されている。
【００２８】
　なお、先端部１１に配設される洗浄チューブ、照明用のライトガイドバンドルなどの部
材については、従来から周知な構成のため、それらの説明を省略する。
【００２９】
　次に、撮像ユニット３０の詳細な構成について、図３乃至図６に基づいて説明する。
【００３０】
　図３，４に示すように、本実施形態の撮像ユニット３０は、固体撮像素子ユニット３１
と、この固体撮像素子ユニット３１の先端側に連設された観察光学系ユニット３２と、を
有して構成されている。
【００３１】
　固体撮像素子ユニット３１は、固体撮像素子保持枠３５を有し、この固体撮像素子保持
枠３５には、ＣＣＤ、ＣＭＯＳ等からなる固体撮像素子チップ３７の前面側が、カバーガ
ラスなどの光学部材３６を介して保持されている。また、固体撮像素子チップ３７の背面
側には積層基板３８が図示しないＦＰＣ等を介して電気的に接続され、さらに、積層基板
３８にはケーブル３９から分岐した複数の通信線が接続されている。このケーブル３９は
、内視鏡２の内部に挿通配置されており、電気コネクタ１０を介して、ビデオプロセッサ
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と電気的に接続されている。
【００３２】
　また、固体撮像素子保持枠３５の基端外周部には補強枠４０が連設され、この補強枠４
０の外周には、ケーブル３９の先端部分まで被覆する熱収縮チューブ４１が設けられてい
る。なお、固体撮像素子保持枠３５の基端部分から補強枠４０及び熱収縮チューブ４１に
て形成された空間内には、固体撮像素子ユニット３１を水密保持するとともに、保護する
ための接着剤などの保護剤４２が充填されている。
【００３３】
　本実施形態の観察光学系ユニット３２は、内部のレンズを進退移動させて光学特性（焦
点距離）を変更することによりフォーカシング機能またはズーミング機能を実現する焦点
切替方式の観察光学系３３を有して構成されている。
【００３４】
　より具体的に説明すると、観察光学系ユニット３２は、先端側に位置する前群レンズユ
ニット４５と、この前群レンズユニット４５の基端側に連設する後群レンズユニット４６
と、これら前群レンズユニット４５と後群レンズユニット４６との間を撮影光軸Ｏ方向に
進退移動可能な移動レンズユニット４８と、を有して構成されている。
【００３５】
　前群レンズユニット４５は、固定レンズ枠を構成する前群レンズ枠５５と、この前群レ
ンズ枠５５に保持された複数の固定レンズからなる前群レンズ５６と、を有して構成され
ている。
【００３６】
　後群レンズユニット４６は、固定レンズ枠を構成する後群レンズ枠５７と、この後群レ
ンズ枠５７に保持された複数の固定レンズからなる後群レンズ５８と、を有して構成され
ている。
【００３７】
　この後群レンズ枠５７の基端側外周には、固体撮像素子保持枠３５が嵌合され、これに
より、固体撮像素子ユニット３１と観察光学系ユニット３２とが連結されている。
【００３８】
　また、後群レンズ枠５７の中途には外径方向に突出する支持桿５７ａが設けられ、この
支持桿５７ａには、後述するアクチュエータ機構７０の駆動用ロッド８０を撮影光軸Ｏ方
向に進退可能に支持するためのガイド管６７が固設されている。
【００３９】
　また、ガイド管６７の先端側の外周には、移動レンズユニット４８の退避側の位置を規
定するための後側ストッパ部６８が固設されている。本実施形態の後側ストッパ部６８は
内周に雌ネジが設けられたリング状の部材によって構成されている。この後側ストッパ部
６８は、ガイド管６７の先端側の外周に設けられた雄ネジと螺合され、その螺合状態に応
じて、移動レンズユニット４８の退避側の位置を微調整することが可能となっている。
【００４０】
　また、後群レンズ枠５７の先端側は、固定レンズ枠を構成する中間枠６１を介して、前
群レンズ枠５５と連結されている。
【００４１】
　この中間枠６１には、当該中間枠６１の内周側と外周側とを貫通するスリット６１ａが
設けられている。このスリット６１ａは、撮影光軸Ｏ方向と同方向に延在されており、こ
のスリット６１ａの基端側は中間枠６１の基端において開放されている。
【００４２】
　ここで、中間枠６１は、スリット６１ａの基端側に支持桿５７ａが位置するよう、撮影
光軸Ｏ周りの回転位置が位置決めされた状態にて、後群レンズ枠５７と嵌合されている。
また、これら後群レンズ枠５７と中間枠６１との接合により、スリット６１ａの基端側の
開放端部は閉塞されている。
【００４３】
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　また、中間枠６１には、スリット６１ａを挟んで支持桿５７ａと対向する位置に、移動
レンズユニット４８の進出側の位置を規定するための前側ストッパ部６１ｂが突設されて
いる。
【００４４】
　移動レンズユニット４８は、移動レンズ枠６５と、この移動レンズ枠６５に保持された
移動レンズ６６と、を有して構成されている。
【００４５】
　本実施形態において、移動レンズ枠６５は、固定レンズ枠である中間枠６１内に配設さ
れ、撮影光軸Ｏに沿った方向へ進退移動が可能となっている。
【００４６】
　この移動レンズ枠６５には、外周方向に突出する移動枠凸部としての操作桿６５ａが設
けられている。この操作桿６５ａは、中間枠６１のスリット６１ａを貫通して中間枠６１
の外周側に突出され、前側ストッパ部６１ｂ及び支持桿５７ａ（後側ストッパ部６８）に
対向されている。また、操作桿６５ａには、アクチュエータ機構７０の駆動用ロッド８０
の先端部が固設されている。
【００４７】
　なお、中間枠６１に対する移動レンズ枠６５の摺動抵抗等を低減するため、中間枠６１
の内周面と移動レンズ枠６５の外周面との間には所定のクリアランスが設けられ、さらに
、スリット６１ａと操作桿６５ａとの間にも所定のクリアランスが設けられている。また
、スリット６１ａを水密に閉塞するため、前側ストッパ部６１ｂから支持桿５７ａにかけ
ての領域はカバー６９によって密閉されている。
【００４８】
　ここで、このような観察光学系ユニット３２において、進出位置における移動レンズユ
ニット４８の、前群レンズユニット４５及び後群レンズユニット４６との相対位置の調整
（焦点調整）は、操作桿６５ａを前側ストッパ部６１ｂに押し当てるとともに、操作桿６
５ａをスリット６１ａの左右の側壁のうちの一方の側壁（例えば、左側の側壁）に押し当
てた状態にて行われる。すなわち、進出位置における焦点調整は、上述のように操作桿６
５ａを押し当てた状態にて、固体撮像素子ユニット３１で撮像される画像を観察しながら
、前群レンズ枠５５と中間枠６１との位置調整、及び、後群レンズ枠５７と中間枠６１と
の位置調整を行うことにより行われる。そして、このように位置調整が行われた後の前群
レンズ枠５５、後群レンズ枠５７、及び、中間枠６１は、接着剤等によって固定される。
【００４９】
　また、退避位置における移動レンズユニット４８の、前群レンズユニット４５及び後群
レンズユニット４６との相対位置の調整（焦点調整）は、操作桿６５ａを後側ストッパ部
６８に押し当てるとともに、操作桿６５ａをスリット６１ａの他方の側壁（例えば、、右
側の側壁）に押し当てた状態にて行われる。すなわち、退避位置における調整は、上述の
ように操作桿６５ａを押し当てた状態にて、固体撮像素子ユニット３１で撮像される画像
を観察しながら、後側ストッパ部６８のガイド管６７に対する螺合状態を調整することに
より行われる。そして、このように位置調整が行われた後の後側ストッパ部６８は、接着
剤等によってガイド管６７に固定される。
【００５０】
　例えば、図３，４に示すように、アクチュエータ機構７０は、操作部７内に固設された
駆動源としてのモータ７５と、モータ７５の回転軸７５ａを操作桿６５ａの基端面に駆動
用ロッド８０を介して連結する連結部材としてのワイヤ７６と、操作部７内においてワイ
ヤ７６の中途に設けられた雄ネジ部材７８と、操作部７内に移動不能に固設され雄ネジ部
材７８が螺合される雌ネジ部材７９と、を備えて構成されている。
【００５１】
　そして、アクチュエータ機構７０は、例えば、モータ７５が右方向に回転されて雄ネジ
部材７８が雌ネジ部材７９内を進出移動することにより、操作桿６５ａを前側ストッパ部
６１ｂに押し付ける押圧力と、操作桿６５ａをスリット６１ａの一方の側壁（例えば、左
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側の側壁）に押し付ける第１の回転力を発生させる。これらの力は、駆動用ロッド８０を
介して操作桿６５ａに伝達される。これにより、移動レンズユニット４８は、操作桿６５
ａが前側ストッパ部６１ｂに当接する位置まで中間枠６１内を進出移動し、観察光学系ユ
ニット３２は所定の進出位置において合焦される（図３参照）。加えて、例えば、図５に
示すように、操作桿６５ａは、スリット６１ａの左側の側壁に当接される。
【００５２】
　一方、アクチュエータ機構７０は、例えば、モータ７５が左方向に回転されて雄ネジ部
材７８が雌ネジ部材７９内を退避移動することにより、操作桿６５ａを後側ストッパ部６
８に押し付ける牽引力と、操作桿６５ａをスリット６１ａの他方の側壁（例えば、右側の
側壁）に押し付ける第２の回転力を発生させる。これらの力は、駆動用ロッド８０を介し
て操作桿６５ａに伝達される。これにより、移動レンズユニット４８は、操作桿６５ａが
後側ストッパ部６８に当接する位置まで中間枠６１内を退避移動し、観察光学系ユニット
３２は所定の退避位置において合焦される（図４参照）。その際、例えば、図６に示すよ
うに、操作桿６５ａは、スリット６１ａの右側の側壁に当接される。
【００５３】
　このような実施形態によれば、移動レンズ枠６５を進出動作させる際に、アクチュエー
タ機構７０により、操作桿６５ａを前側ストッパ部６１ｂに押し付ける押圧力に加えて操
作桿６５ａをスリット６１ａの一方の側壁に押し付ける第１の回転力を付与し、移動レン
ズ枠６５を退避動作させる際に、アクチュエータ機構７０により、操作桿６５ａを後側ス
トッパ部６８に押し付ける牽引力に加えて操作桿６５ａをスリット６１ａの他方の側壁に
押し付ける第２の回転力を付与することにより、移動レンズ枠６５を再現性よく調整位置
に配置して高品質な撮像画像を得ることができる。
【００５４】
　すなわち、移動レンズユニット４８の進出位置において、操作桿６５ａを前側ストッパ
部６１ｂに当接させる際に、当該操作桿６５ａをスリット６１ａの一方の側壁に当接させ
て所謂ガタ詰めを行うことにより、移動レンズ枠６５と中間枠６１との間及び操作桿６５
ａとスリット６１ａとの間等に所定のクリアランスが設けられている場合にも、移動レン
ズ６６の進出位置における前群レンズ５６及び後群レンズ５８との相対位置関係を精度良
く再現することができる。従って、観察光学系ユニット３２の組立時等に、上述のガタ詰
めを行った状態にて各部の調整を行っておけば、高品質な撮像画像を再現性良く得ること
ができる。
【００５５】
　同様に、移動レンズユニット４８の退避位置において、操作桿６５ａを後側ストッパ部
６８に当接させる際に、当該操作桿６５ａをスリット６１ａの他方の側壁に当接させて所
謂ガタ詰めを行うことにより、移動レンズ枠６５と中間枠６１との間及び操作桿６５ａと
スリット６１ａとの間等に所定のクリアランスが設けられている場合にも、移動レンズ６
６の退避位置における前群レンズ５６及び後群レンズ５８との相対位置関係を再現性良く
再現することができる。従って、観察光学系ユニット３２の組立時等に、上述のガタ詰め
を行った状態にて各部の調整を行っておけば、高品質な撮像画像を再現性良く得ることが
できる。
【００５６】
　この場合において、移動レンズユニット４８の進出時と退避時とでは操作桿６５ａに対
して付与する回転力の方向が異なるため、移動レンズユニット４８の進退移動の過渡時に
おいて、操作桿６５ａは少なくとも一時的にスリット６１ａから離間される。従って、進
退移動時における操作桿６５ａ等による摺動抵抗を低減することができるとともに、操作
桿６５ａの片摩耗等を好適に抑制することができる。
【００５７】
　ここで、例えば、図７，８に示すように、スリット６１ａの各側壁に、操作桿６５ａの
側面と面接触可能な角度を有するテーパー面６１ａｔを設定することも可能である。この
ように構成すれば、移動レンズ枠６５をより再現性良く調整位置に配置することができる
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。
【００５８】
　また、例えば、図９，１０に示すように、操作桿６５ａの各側面に、スリット６１ａの
側壁と面接触可能なテーパー面６５ａｔを設定することも可能である。このように構成す
れば、移動レンズ枠６５をより再現性良く調整位置に配置することができる。加えて、加
えて、操作桿６５ａは所定の剛性を有するため、スリット６１ａにテーパー面６１ａｔを
形成する場合に比べて加工が容易であり、且つ、高精度なテーパー面６５ａｔを形成する
ことができる。
【００５９】
　なお、本発明は、以上説明した各実施形態に限定されることなく、種々の変形や変更が
可能であり、それらも本発明の技術的範囲内である。
【符号の説明】
【００６０】
　１　…　内視鏡システム
　２　…　内視鏡
　３　…　光源装置
　４　…　ビデオプロセッサ
　５　…　カラーモニタ
　６　…　挿入部
　７　…　操作部
　８　…　ユニバーサルコード
　９　…　内視鏡コネクタ
　１０　…　接続ケーブル
　１０ａ　…　電気コネクタ
　１１　…　先端部
　１２　…　湾曲部
　１２ａ　…　先端挿入部ゴム部材
　１３　…　可撓管部
　１５　…　観察窓
　１６　…　照明窓
　１７　…　処置具チャンネル
　１７ａ　…　先端開口
　１８ａ　…　折れ止部
　１８ｂ　…　処置具挿入口
　１８ｃ　…　操作部本体
　１９　…　湾曲操作部
　１９ａ，１９ｂ　…　湾曲操作ノブ
　２１　…　送気送水制御部
　２２　…　吸引制御部
　２３　…　スイッチ部
　２４　…　操作レバー
　２５　…　先端硬性部材
　２５ａ　…　先端カバー
　２６　…　湾曲駒
　２７　…　セットビス
　２８　…　Ｏリング
　２９　…　糸巻接着部
　３０　…　撮像ユニット
　３１　…　固体撮像素子ユニット
　３２　…　観察光学系ユニット
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　３３　…　観察光学系
　３５　…　固体撮像素子保持枠
　３６　…　光学部材
　３７　…　固体撮像素子チップ
　３８　…　積層基板
　３９　…　ケーブル
　４０　…　補強枠
　４１　…　熱収縮チューブ
　４２　…　保護剤
　４５　…　前群レンズユニット
　４６　…　後群レンズユニット
　４８　…　移動レンズユニット
　５５　…　前群レンズ枠（固定レンズ枠）
　５６　…　前群レンズ
　５７　…　後群レンズ枠（固定レンズ枠）
　５７ａ　…　支持桿
　５８　…　後群レンズ
　６１　…　中間枠（固定レンズ枠）
　６１ａ　…　スリット
　６１ａｔ　…　テーパー面
　６１ｂ　…　前側ストッパ部
　６５　…　移動レンズ枠
　６５ａ　…　操作桿（移動枠凸部）
　６５ａｔ　…　テーパー面
　６６　…　移動レンズ
　６７　…　ガイド管
　６８　…　後側ストッパ部
　６９　…　カバー
　７０　…　アクチュエータ機構
　７５　…　モータ（駆動源）
　７５ａ　…　回転軸
　７６　…　ワイヤ（連結部材）
　７８　…　雄ネジ部材
　７９　…　雌ネジ部材
　８０　…　駆動用ロッド
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